


































札幌学院大学経済学部教授 森 邦恵 1
講演⚑
予防的避難の行動経済学




明治学院大学経済学部准教授 犬飼 佳吾 23
講演⚓
出産・育児・就業の選択と時間割引率
明治大学商学部教授 千田 亮吉 38
講演者⚓名による討論
行動経済学のこれから
大竹 文雄／犬飼 佳吾／千田 亮吉
話題提供：室橋 春光（札幌学院大学心理学部教授）



















































































































































































































⽛今年受診されると来年も送ります⽜ 利得 受診率 22.7％
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































がこの部分になる。60 年代生まれの人は、初職が 80 年代、男女雇用
機会均等法が 86 年なのでその前後ということになる。70 年代生まれ
は初職が 90 年代、育児休業制度がやっとできた頃だが、取得率は非常
に低い状況で、バブル崩壊後で就職状況はあまりよくないときだった。























































































表⚒でサンプルを見ると、平均年齢は 35 歳、最小値が 25 歳で最大
値が 55 歳となる。世代別では、調査の最初の方は 60 年代生まれが多
い。生まれた年代については、当然長くこの調査に協力してもらって





おそらく年齢 55 歳の人である。高卒ですぐに入って 55 歳まで働くと

















0.9 や 0.7 など適当に置くことはどうなのかというのは強く悩んでい
るところであるが、0.9 と 0.7 の両方で一応モデルの推定をやってみ
て、各種シミュレーションをやったというのがこの後の話となる。
















































































































































札幌学院大学心理学部教授 室 橋 春 光
2002 年のノーベル経済学賞を受賞した認知心理学者のダニエル・












じられてきた。この dual process theory の代表的研究者の一人であ
るスタノビッチと共同研究者のエバンスによれば、⚒つのシステムが
分離して存在するのではなく、特性の異なるふたつの情報処理様式が
存在しているのである（Evans & Stanovich, 2013）。Type 1 は fast,
59
high capacity, nonconscious, biased responses, contextualized, auto-
matic, experience-based decision making, independent of cognitive
ability といった特徴を有し、Type 2 は slow, capacity limited, serial,
conscious, normative responses, abstract, controlled, rule-based,
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